
 

「社会のため 未来のため 心豊かに生きるため 今、「わたしたち」にできることは何だろう？ 

～SDGsをプラットホームにして～」 

 

【実践概要】 

1. 実践する教科・領域：総合的な学習の時間 

2. 単元(活動)名 ：「働くということ ～自分の生き方を見つめて～」 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 

授業テーマ：「社会のため 未来のため 心豊かに生きるため 今、「わたしたち」にできることは何だろう？

～SDGsをプラットホームにして～」 

単元目標：SDGs と現状にある問題やその解決のための様々な取組を関わらせて学び、社会や未来を 

よりよくするために自ら行動しようとする意欲や主体的な態度を育てる。 

関連する学習指導要領上の目標：探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生か

しながら、積極的に社会に参画しようする態度を養う。 

4. 単元の評価

規準 

①知識及び技能 

①SDGs が現代の社会問題や環境問題を示していることや、それ

ぞれが解決のために努力して社会や未来をよりよくすることがで

きることなどを理解している。 

②SDGs と自分の生活とを関わらせて考える。自らの行為が社会

や未来に関わっていることに気付いている。 

②思考力、判断力、

表現力等 

①興味をもった課題の解決方法について、結論に対する根拠を 

明確にしながら自分の考えを主張している。 

③学びに向かう力、

人間性等 

①興味をもった課題について、分かったことや伝えたいことを 

明確にして資料を作成しようとしている。 

5. 単元設定の

理由・単元の

意義 

（生徒観、教

材 観 、 指 導

観） 

【単元設定の理由】 

 本校では、総合的な学習の時間を、キャリア教育の視点からよりよく問題を解決する資質

や能力を養い、主体的・創造的・協働的に取り組む態度を育成しながら、生徒一人一人が

自己の生き方を見つめ、考える学習の時間と位置付けている。２学年では、「働くということ 

～自分の生き方を見つめて～」をテーマとして課題解決学習を行い、必要な情報・資料の

収集と取捨選択や目的に応じた表現方法などの知識・技能を身に付けながら探究学習の

よさを理解したり、職場体験を通して働く意味を理解したりしながら地域社会の一員として

地域の方と交流し、たくましく生きる態度を養っている。 

 そこで１学期は、夏休みに予定していた職場体験学習に向け、働くことの意味を考えた

り、自分の興味関心や適性をもとに体験する職場を選んだりと、準備を進めてきたが、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大により、実施が延期となってしまった。実施までの期

間に、環境や社会問題への具体的な配慮が求められる現状を知り、未来の職業人として

生きる生徒たちがより主体的に、または広い視野をもって職場体験学習に望むことで、より

よい社会の実現に向け、生徒は自己の生き方を見つめることができると考え、本単元を設

定した。 

【単元の意義】 

 SDGs と現状にある問題やその解決のための様々な取組を学んだり、生徒自身がこれま

で学んできた環境保護や社会問題解決のための取組と 17 の目標との関わりを知ったりす

ることで、社会や環境の問題をより広い視野で理解できるようにする。   

 このように、SDGs の 17 の目標をプラットホームにして生徒が社会問題や環境問題を知

ったり、考え直したりすることで、中学生である生徒達が、社会や未来をよりよくするために

自ら行動しようとする意欲や、主体的な態度を育てることをねらいとする。 
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【児童／生徒観】 

アンケート調査を行ったところ、ほとんどの生徒は、よりよい社会や環境のために何かし

ようと考えていて、SDGs についても半数近くの生徒が知っているということが分かった。ま

た、半数以上の生徒が、差別、自然、環境の問題に興味があると回答した。 

【指導観】 

以上のことから、社会のために自ら役に立ちたいという生徒の意思を大切にしながら具

体的な活動に結び付けていく。日常生活や学習を通して自らがすでに SDGs と関わってい

ることを確かめ、これまでの個の取組を仲間と協力する集団の取組へとステップアップさせ

ることで、目標や目的をもって自ら行動しようとする積極性、周囲と協力して目的・目標を達

しようとするリーダーシップを高め、生徒が、未来の職業人としてよりよい社会の実現に向

けて自己の生き方を見つめられるようにする。 

6. 単元計画（全５時間）  

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など 

１ 

 

 

 

 

環境や社

会に関す

る問題を

考える 

 

 

環境や社会に関す

る問題を考え、課題

解決の取組がよりよ

い社会や未来の実

現につながることに

気付く。 

１ 環境問題や社会問題に気付く。 

 ・アクティビティ１ 

  「ものはどこから」 

 ・アクティビティ２ 

  「15年前の世界と今の世界」 

２ SDGsを知る。 

 「ものはどこから」

カード（JICA） 

 「先生・ファシリテ

ーターのための持

続可能な開発目

標-SDGs-アクティ

ビティ集」 

２ 問題解決

の様々な

取組を知

る。 

興味をもった課題

の解決方法につい

て、見付けた資料を

もとに、根拠を明確

にして説明する。 

１ 問題解決の取組を調べる。 

 ・インターネットと書籍で調べる。 

 ・ロイロノートにまとめる。 

２ 調べたことを伝え合う。 

 

３ 

 

企業の取

組 を 知

る。 

現代の社会問題

や環境問題の解決

に向けた様々な努力

や取組を理解する。 

１ ダイキン工業の説明を聞く。 

２ 昭和産業の説明を聞く。 

３ 神栖市の説明を聞く。 

 

 

４ 

５ 

(本

時) 

 

「 社会の

ため、未

来のため

心豊かに

生きるた

めにでき

ること」を

発 信 す

る。 

興味をもった課題

について、分かった

ことや伝えたいことを

明確にして資料を作

成し、分かりやすく伝

えようとする。 

  

 

１ グループで、話し合う。 

 ・SDGs 17 のゴール別にグループを作

る。  

 ・提案をまとめる。 

２ 「社会のため 未来のため 心豊かに

生きるために 私たちにできること」を共

有する。 

３ 単元の振り返りをする。  

 

 

7．本時の展開（４、５時間目） 

本時のねらい：よりよい社会と未来、心豊かに生きるためにできることを主体的に考えながらまとめることが

できる。 

過程・

時間 

教員の働きかけ・発問および 

学習活動・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 

(20分) 

 

 

 

 

 

１ これまでの学習を整理する。 

T： まず、カードゲームとプリントで、私たちの身の周りの

物の多くは外国からきていることやプリントを使って私

たちの国は世界の中では課題が多い国だということを

知りました。授業中、「俺ら何も知らねぇ…」とか「日本

めっちゃ遅れてる！」とか、つぶやきがありました。そ

の後、社会や環境の問題とその解決の取組を調べて

・学習の系統性を確認

する。 

・授業中でのつぶや

き、学習カードの振り

返りなど、生徒の気付

きの声や言葉を織り

交ぜて話すことで、主

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

(55分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(35分) 

 

 

 

各自まとめてもらいました。そして、前回はダイキン工

業、昭和産業、神栖市役所の方々から、それぞれの

SDGs の取組について、教えていただきました。そし

て、いよいよ今日から、じゃあ自分たちは何ができる？

ということで、中学生の君たちが、学んできたことを生

かして、社会や環境のためにできることを発信しましょ

う。 

 

２ 本時のめあてと学習の進め方を知る。     

 
 

Ｔ：自分たちにできることは何か、それを考えるヒントが２

時間目の調べ学習のまとめです。いくつか紹介します。 

Ｔ：自分が取り組んでみたいことを SDGs 17のゴールに結

び付けましょう。ポスターはロイロノートで作成します

が、見る人の意欲が高まるように工夫してください。 

〔ポスターづくりのポイント〕 

①活動の意味付け  

②写真や資料の活用 

③投げ掛けの言葉 

 

３ グループで話し合う。 

（１）SDGs 17のゴール別にグループを作る。 

T：SDGs 17 のゴール別にグループになりましょう。それぞ

れ意見を確かめて、グループとして、何に取り組むべき

かを決めて、ポスターを作成していきましょう。 

（２）グループで提案をまとめ、ポスターを作成する。   

 

４ 「社会のため 未来のため 心豊かに生きるために 私

たちにできること」を共有する。 

作成したポスターを使い、取組を提案する。 

 

５ 単元の学習を振り返る。 

Ｔ：発表ありがとうございました。発表の中で、○番を解決

することが○番の解決にもなることに気付き、SDGs17

のゴールはそれぞれ別々の問題ではなく、関係してい

ることに気付いたという意見がありましたね。17 のゴー

ルを意識して考える学習の経験ができたからこその気

付きだと思いました。また、現在取り組んでいる活動を

SDGs と繋げて紹介し、価値付ける発表もありました。 

Ｔ：学習カードに単元の振り返りを書きましょう。 

体的な学習の雰囲気

をつくる。 

 

 

 

 

 

 

・学習の成果物をつか

ってアイデアを紹介

し、自分たちにできる

ことを見いだせるよう

にする。 

・SDGs 17 のゴールを

使って個人の考えを

カテゴライズすること

で、グループ分けしや

すくする。 

・他教科等の学習経験

を生かせるようにす

る。 

 

 

・全てのグループを回

り、取り組みたい根拠

がはっきりと伝わる

か、有効な写真や資

料が添付されている

か等について、アドバ

イスをする。 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 

 興味をもった課題について、分かったことや伝えたいことを明確にして資料を作成しようとしている。 

 【主体的な取組】〔発表・成果物（ポスター）〕 

9. 学習方法及び外部との連携 

・ダイキン工業株式会社 鹿島製作所 保安管理課 

・昭和産業株式会社 鹿島工場 管理課 

・神栖市役所 政策企画課 
   

【ゲスト講師による講義の様子】 

「社会のため、未来のため、心豊かに生きる

ためにできること」を発信しよう。 



 

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

・環境教育に関する講話：有限会社ドンカメ代表取締役 小久保行雄様を講師にお招きして 

・SDGsコーナーの設置 

・生徒作成のポスターの掲示 

 

【自己評価】 

11. 苦労した点 ・学年や学級を担当していないので、授業時間や事後の実践を行うため時間確保が

難しい。 

12. 改善点 ・授業では、社会や環境の問題を生徒の「自分事」にすることができていない。今後の

実践にあたって、取組を具体的にしていったり、実際に活動したりすることで、しっか

りと「自分事」化する。 

・ポスター発表を相互評価する場を設けられなかったので、具体的な実践の前に今回

の学習の成果物であるポスターを互いに評価し、吟味する場を設け、より有用で有効

な活動になるようにする。 

13. 成果が出た点 ・アンケートで、「よりよい社会や環境のために何かしようと考えている」と答える生徒

が、学習前は 89.1％だったが、学習後に 100％になった。 

・事前のアンケートで、「SDGs を知っている」と答える生徒が 54.3％だったが、学習後

のアンケートでは、「SDGsについて分かった」と答える生徒が 96.4％になった。 

14. 学びの軌跡（児

童生徒の反応、感

想文、作文、ノート

など） 

 

【単元の振り返りより】 

・SDGs について、何も知らない状態だったが、総合の時間を通して関心が深まり、自

分たちや学校全体で取り組める行動を、調べた結果をもとに考えることができた。 

・これから生きていく自分の国、世界のためにも、少しずつ自分でできることを取り組め

るようにしたいです。 

・発表を聞いて、私たちができることはたくさんあるなと思いました。知らなかったことや

知っていることでも、改めてすごく大切なことなんだと発表を聞いていて思いました。 

・発表した問題以外の解決方法が知りたいので、全ての 17 の問題をなくすように調べ

て、解決できるように、自分ができることは率先して行っていきたい。 

・例えば、プラスチックのリサイクル、海をきれいにするためのゴミひろい、フードロスの

食べ残しなど私たちは、今すぐできることがたくさんあります。他にも募金活動など、

私たちでもできることを探して、少しでも問題の解決に繋がるようにしたいと思いまし

た。 

・今「私たち」にできることは、身の回りのことをしっかりと見て気を付けて生活するこ

と、そして環境に気を付けて生活することだと思いました。 

・SDGs は規模がデカくて自分たちができることはなさそうに見えるけど、自分たちにも

できる事があって、逆に一人一人の力が必要で、一つの目標のクリアが他の目標に

繋がっていることがある。 

 

【成果物より】 

  

 

 

 



 

 

  

15. 授業者による

自由記述 

 教師国内研修を通して、国際教育や環境教育を進めるにあたっては、いかにして生

徒の「自分事」にできるかが重要だと感じ、授業実践に取り組んだが、やはり話を聞い

たり、調べたり、考えたりするだけでは、とても難しい。生徒は実体験することで「自分

事」化できると思うので、私の授業実践は「道半ば」である。周囲に理解を得て実践す

るための時間を確保し、生徒のアイデアを実践に結び付けていく。 

 

参考資料： 

 『特集 基礎から分かる SDGs』（月刊「日本教育」令和４年 10月号 No.521）ESD･SDGs推進研究室 室長 手

島利夫 著 

 『持続可能な開発のための教育（ESD）推進の手引』令和３年５月改訂文部科学省国際統括官付日本ユネス

コ国内委員会 

 『持続可能な開発目標（SDGs）実施指針』 

 

  


